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Risk Structure for Teenagers in Smartphone Age: 







Risk structure for teenagers in Japan has changed recently. In a smartphone age, it is growing more difficult 
than ever to shut out harmful information from teenagers with filtering services. As a result many teens are 
exposed to problematic or noxious contents in cyberspace. Besides, they are exposed to risk of addiction to 
excessive Internet use, especially to on-line games. 
This paper attempts to investigate the risk structure for present schoolchildren on a survey we executed in 




















なっているが，たとえばデジタルアーツ株式会社が 2015年 1月に行った調査では，小学校 4年生から
高校生までの子どものうちフィルタリングを使っていると回答した割合は 48.6％にとどまっている
（デジタルアーツ株式会社，2015）。携帯電話・スマートフォンを販売する店頭での説明不足は以前か


















図 1. 出会い系サイト及びコミュニティサイトに起因する被害児童数の推移（警察庁, 2015b: 2）（2） 
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いる（阿部・大嶋・小田, 2012; 樋口, 2013a, 2013b, 2014; 遠藤, 2013;下田・下田, 2013; 小林, 2014; 岡
田, 2014）。厚生労働省の公募研究班が 2013年 8月に発表した調査では，依存傾向が強いと判断された
中高生が全国で 51万 8千人にのぼると推定されている（『朝日新聞』2013年 8月 2日など）。これと
同時に，近年指摘が相次いでいるのは，中高生の間で LINE のメッセージのやりとりがやめられず，
























以下の分析は，2013 年と 2014 年の 9月に前橋市で行った「携帯電話・インターネットにかかわる
生活実態調査」に基づくものである。この節ではこの調査について概略を述べる。 
対象となったのは，前橋市の小中学生（小学生は 5年生と 6年生，中学生は全学年）であり，これ






有効回答数は，2013年調査で小学生 2,848（回収率 97.1％），小学生の保護者 2,831（96.5％），中学
生 2,406（94.5％），中学生の保護者 2,375（93.3％），2014年調査では小学生 2,741（98.5％），小学生の
保護者 2,643（94.9％），中学生 2,382（96.8％），中学生の保護者 2,248（91.3％）であり，各学年につ










小学生も中学生も，また男子も女子も，2013 年から 2014 年にかけて数ポイント上昇しており，とく
に小学生男子は 8.1％上昇している。 
 
表 1 自分専用の携帯電話・スマートフォンの所持率〔2013・2014生徒調査〕（4） 
    2013年 2014年 増減 
 
小学生 
男子 20.2%（n=1,386） 28.3%（n=1,375） 8.1% 
女子 27.6%（n=1,418） 34.3%（n=1,336） 6.7% 
全体 23.9%（n=2,848） 31.3%（n=2,741） 7.4% 
中学生 
男子 39.4%（n=1,206） 44.0%（n=1,220） 4.6% 
女子 45.4%（n=1,179） 50.1%（n=1,135） 4.7% 
全体 42.4%（n=2,406） 47.0%（n=2,382） 4.6% 
 





年調査から小学 5年生と中学 3年生を取り出して累積の利用率で表したものが次の表とグラフ（表 2・
図 2）である（6）。男女別では，男子よりも女子の方が利用開始が早いという傾向は今回も観察された。





むしろ中 3の生徒たちが同学年だった頃よりも所持率は低かった），小学 3年生から 5年生にかけて，





表 2 男女別・学年別 携帯電話・スマートフォンの普及速度〔2014生徒調査〕 
    入学前 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 
小 6男子
（n=677） 
度数（累積） 3 8 14 36 91 165 208       
％ 0.4% 1.2% 2.1% 5.3% 13.4% 24.4% 30.7%       
小 6女子
（n=689） 
度数（累積） 6 12 26 48 118 200 242       
％ 0.9% 1.7% 3.8% 7.0% 17.1% 29.0% 35.1%       
中 3男子
（n=421） 
度数（累積） 2 8 11 17 21 35 61 130 192 215 
％ 0.5% 1.9% 2.6% 4.0% 5.0% 8.3% 14.5% 30.9% 45.6% 51.1% 
中 3女子
（n=393） 
度数（累積） 7 22 30 37 44 69 107 152 194 211 
％ 1.8% 5.6% 7.6% 9.4% 11.2% 17.6% 27.2% 38.7% 49.4% 53.7% 
 
 
図 2 携帯電話・スマートフォンの普及速度（小 6・中 3のみ／男女別）〔2014生徒調査〕 
 
フィルタリングについては携帯電話・スマートフォンを所持している小学生の 28.0％，中学生の









図 3 フィルタリングの利用状況（学年別・性別）〔2014生徒調査〕 
 











いると答えた生徒に「あなたにとって LINEはどれだけ重要ですか」と質問したところ，小学生の 19％， 
 スマートフォン時代における青少年のリスク構造 7 
 
 
図 4 生徒たちがネットで使っているサービス〔2014生徒調査〕 
 










図 5 平日の生徒の就寝時刻・LINE利用の有無別〔2014生徒調査〕 
 







1年生，中学 2年生で 1％水準で有意（df=5，中 1でΧ2=24.353，中 2でΧ2=22.838），小学 5年生で 5％
水準で有意（Χ2=20.278）であるが，小学 6 年生と中学 3 年生では他の学年ほどの有意差は検出され






サイト，LINE，twitter，マンガが 1％水準で有意となり，SNSと掲示板が 5％水準で有意となる（表 3）。
動画サイトや twitterの影響については，これまであまり問題視されてこなかったが，LINE以外にも 




表 3 就寝時刻と利用しているネットサービスの重回帰分析〔2014生徒調査〕 
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